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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、内皮分化、Gタンパク質共役（EDG）受容体遺伝子ファミリーのメンバーです。EDG受容体は、リゾリン脂質またはリゾスフィンゴ脂質をリガンドとして結合し、多くの異なる細胞型における細胞シグナル伝達に関与しています。このEDG受容体遺伝子はイントロンを持たず、リンパ組織で特異的に発現しています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：リゾスフィンゴ脂質スフィンゴシン1-リン酸（S1P）の受容体です。S1Pは、ほとんどの種類の細胞および組織に多様な生理学的効果を引き起こす生理活性リゾリン脂質です。リンパ球に特有の細胞遊走プロセスに関与している可能性があります。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,組織特異性：胎児および成人のリンパ組織、造血組織、および肺で特異的に発現しています。成体および胎児の脾臓、ならびに成体末梢白血球および肺において、かなりのレベルの発現が認められる。成体胸腺、リンパ節、骨髄、虫垂、ならびに胎児肝臓、胸腺、肺においては、発現レベルは低い。
	研究分野
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	EDG6抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	EDG-6ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

